
　  ④日常生活の もったいない を 見直す“ ”

　　　 身近な“ SDG ｓ を話し合う”

　　　　一人ひとりが出来ることから始める（行動）

　　 2024 年 2 ～ 5 月  会場別に　９回  延べ 140 人

　　　同　　 11 月　 テーマ別に ３回  延べ 50 人

　＜活動事例＞ 　歯ブラシリサイクルプログラム⑴
　　　　　　　 　布ぞうりの制作⑵

　【活動内容】

　　 1 ．食品廃棄物の削減・再生利用

　　　　～社会システムの変革～

　　　  学校給食　 食品会社　 地域の廃棄物　① ② ③

　　 2 ．「もったいないクラブ」

　　　　～行動変容のための草の根運動～

　　　　  家庭の もったいない 　④ “ ”

　　　　  学校の もったいない 　　⑤ “ ”

　  小・中学校の⑤ “もったいない”　　

　　　取り組みやすい SDGs 実践を提案

　　　・自発的な取組み ・日常の身近な取組み　

　　　・活動の意義・成果が見える・負担が少ない

　 ＜活動事例＞「エコキャップ」活動

　　　ペットボトルキャップを回収してリサイクル

　　　　・世界の子供たちにワクチンを届ける

　　　　・ごみ削減 ＆ ＣＯ２削減

 ごみは社会を映す鏡

 　　いつから もったいない 社会になったのか？“ ”

 　　大量生産 大量消費 大量廃棄 の便利な社会⇒ ⇒

 資源循環型社会に戻すことで

　　 持続可能な地域社会が実現
　　　　

　　　　

　キーワードは もったいない“ ”

 

　　 食品製造会社の食品廃棄物の再生利用 ②

　　　製造工程で出る廃棄物をアップサイクル

　　　　 新居浜高専（生物応用化学研究室）で→

　　　　　地元の微生物を採取して培養中

　　　有益な微生物が見つかれば、食品廃棄物を　

　　　アップサイクルの原料として利用

資源循環型社会の実現には

私たち一人ひとりの意識と行動

“一人の百歩より百人の一歩”

“もったいない で持続可能な循環型地域社会を実現しよう”

　 学校給食センター廃棄物の再生利用①

  　　対象 食品廃棄物（生ごみ） 300 ～ 400 ㎏ / 日　

　　  新居浜市内の給食センター 2 カ所　約 1 万食 / 日 ( 能力 )

　　提言＝市内の既存施設で堆肥化　

　　堆肥化することで 学校給食廃棄物の資源循環 

　　　  ⇒ CO2 削減　食育＆環境学習（栽培体験）

　　関係部署で運送方法や費用を検討中　

【活動の原点】京都市ゴミ排出量の推移

2023 年度実績
37 万ｔ新・京都市ごみ半減プラン（ R27 年 3 月）より抜粋

『資源循環型地域社会を実現する会』 SDG「生涯学習センター ｓ未来の会」

1．食品廃棄物（食品ロスなど）の削減と再生利用

　 　 ～地域の社会システムの変革～

   ①学校給食センターの食品廃棄物

   ②食品製造会社の食品廃棄物

   ③地域全体の事業系食品廃棄物

2．「もったいないクラブ」

　 　 1～ 人ひとりの行動変容～

 ① 　公民館、公共施設等で参加者が「もったいない」話し合う

　 　 SDG日常生活の「もったいない」を見直して ｓ

 ② SDG小・中学校、保育園などの ｓ活動を提案・お手伝い

　 　 　・日常の繰り返し ・成果が見える ・自発的な活動

　 　・負担が比較的少ない ・地域の参加

SDGsにいはま プラットフォーム／分科会の活動

　 地域の事業系食品廃棄物の再生利用 ③

　　バイオガス発電の可能性を検討中　　

　　　地域内の事業系食品廃棄物

　　　 微生物の働きでメタンガス発酵 発電⇒ ⇒

　　　 売電⇒ or 地域内で利用　

（株）東北バイオフードリサイクル
　　仙台市　 40㌧ / 日の食品廃棄物を
　　　　　　　メタンガス化して発電
　　年間 3千㌧の CO2 削減

「もったいないクラブ」の風景
参加者が日常の“もったいない”を自由に話し合う

　　　＜エコキャップ活動 >

　　　　回収拠点：　学校や公民館など 11 カ所
　　　　　　約２㎏でポリオワクチン 1 人分
　　　　キャップ 500個＝約 1 ㎏　（ 45ℓ ゴミ袋＝約 7
㎏）

≪にいはま生涯学習センター SDGs未来の会≫
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